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【要約】本研究は、2012年に奈良女子大学附属小学校の谷岡義高教諭担任の３年月組で実施された「奈良さんぽ」

の「しごと」学習の展開を対象に検討を加え、フィールドワーク体験学習における充実した学習の有り様を探究し、

そのような学習が成立するための手立てや条件について明らかにすることを目的とする。自律的学習の実践とし

て定評のある奈良女附小のフィールドワーク体験学習で生み出される学習の豊かさをここに描き出していきたい。

【キーワード】 フィールドワーク　体験学習　体験の表現　共同学習

１．はじめに

　奈良女子大学附属小学校（以下、附小）の「しごと」（１）

学習の実践は、戦前の「自律的学習法」（２）と「合科学習」

の実践研究の成果を戦後「奈良プラン」（３）として継承発展

させ、現代の生活科・総合的な学習にも影響を与えながら、

今日に至っている。各時代の各々の実践者は、自律的な子

どもを育てることを目指す教育理念と学習法を共通のもの

としながらも、独自の教育的信念に基づいて、個性的な実

践を展開させている。本研究は、2012年に谷岡義高教諭

担任の３年月組で実施された「奈良さんぽ」の「しごと」

学習の展開を対象に検討を加え、フィールドワーク体験学

習における充実した学習の有り様を探究し、そのような学

習が成立するための手立てや条件について明らかにするこ

とを目的とする。このことを通じて、自律的学習の実践と

して定評のある奈良女附小のフィールドワーク体験学習で

生み出される学習の豊かさをここに描き出していきたい。

　なお、これまでに谷岡教諭が実践した「さんぽ」学習に

ついては、『「学習力」を育てる秘訣』（2003年）の「さん

ぽを中心とした低学年の『しごと』学習」（４）や『学習研究』

誌に谷岡教諭自身がその展開を記述したものがある（５）。

本論の検討事例としては、2012年4月～9月末までに実施

された実践展開を主な対象としているが、この学習は年度

末まで継続された（６）。発表者がこの年の４月から参観す

ることができた「さんぽ学習」の展開の実際（７）を主な検

討の対象とするが、これまでに谷岡教諭が積み重ねてきた

実践とその価値付けの立場を上記資料より参照し、さらに

谷岡教諭に行ったインタビューの内容を加え、本論の内容

を構成している。

　本論では、まず「奈良さんぽ」学習の展開の実際を述べ

る。次に、この学習の充実を支えている学習の手立てやそ

の特質を検討し、「体験を表現する」学習（＝独自学習）

が生み出す学習の質や豊かさについて考察する。この実践

の価値の一つとして、学習の多くの局面で学んだことを表

現する活動を実施したこと、その表現のための指導を継続

して丁寧に行ったことを指摘したい。さらに、このような

活動の発展として展開する「奈良さんぽの話し合い」（＝

相互学習）を取り上げ、フィールドワークで触れた事象か

らどのように探究の課題が生まれるかについて考察する。

深まった独自学習をベースに共同的な学習がどのように生

成されるのか、その過程を本論に描き出したい。

　以上のことを通じて、自律的学習がベースとなって展開

するフィールドワーク体験学習の充実の手立てと条件を明

らかにし、この学習展開の意義について考えたい。最後に

奈良女附小の学習文化を継承・発展させた谷岡実践の個性・

特徴についても考えたい。

２．３年月組の「奈良さんぽ」学習の展開

　３年生で実施される「奈良さんぽ」は、子どもたちにとっ

ては「生活の風景になっている学習対象」を調べてから学

級で訪ね、そこで子ども自身がつかんだ意味や価値を改め

て表現し、抱いた疑問を探究の課題として学習を重ねてい

くことで展開される。「奈良さんぽ」のフィールドは、元

興寺・奈良町、平城京大極殿、薬師寺など、あらかじめ教

師が指定したところが主であるが、これに加え、春の遠足

で訪ねた橿原昆虫館・天の香具山や、子ども自身が自由研

究として持ち込んできた学習対象（新薬師寺・唐子鍵遺跡

など）の発表などが加わって、「奈良さんぽ」に繋がるフィー

ルド＝学習対象はどんどん広がりを見せる。奈良という地

域の特性上、どこから入っても子どもたちの探究は奈良時

代の事柄に繋がることが多く、当時の大陸の文化との交流

に興味・関心がつながっていく。

　ちなみに、さんぽに出かけるフィールドが奈良公園・飛
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火野であれば、学習対象がシカやシカの糞をたべるルリセ

ンチコガネとなり、東向商店街であれば、奈良漬や奈良の

お土産などが学習対象となったことは、この学級の１年次

の学習の展開からわかる。この３年月組の子どもの半数は、

１年生の時の担任も谷岡教諭であり、すでに１年生の時か

ら「奈良さんぽ」を体験していた。秋の葛城山合宿（３年

のしごと合宿）では、一日目に葛城山の自然（植物・昆虫

など）に触れた子どもたちが、二日目には法隆寺・中宮寺

を訪ね、奈良の自然や歴史に触れる活動をおこなった。「奈

良さんぽ」の学習材は社会科領域の事象だけでなく、理科

領域の自然事象も含まれるが、本論では紙幅の制約上詳述

しない。

　次に、今年度に実施されている「奈良さんぽ」学習展開

のこれまでの概略を示す。

①事前の調べ学習

　子どもは、フィールドに出かけるまえに、すでにその場

所についての事前の調べ学習を自ら進めている。前年度３

月下旬に行われる担任発表の直後に示された学年通信で、

谷岡教諭は、〈春～夏〉の「しごと」の学習の内容として「奈

良市周辺の歴史や産業の学習」を示して、「東大寺、薬師寺、

唐招提寺、奈良町などへ『奈良さんぽ』にでかけます」と

記しているが、この活動先の情報が事前に保護者にもたら

されることによって、春休みや５月の連休中にフィールド

にでかける家庭が見られる。この他、図書・インターネッ

トなどを使って、子どもたちは事前に、でかけるフィール

ドについての情報を各々自ら集めていた。

②「奈良さんぽ」の実施

　学校行事である４月の春の遠足で橿原昆虫館や天の香具

山などに出かけたあと、本格的に「しごと」学習の「奈良

さんぽ」が始まったのは、５月の連休が終わった頃である。

　　　５月　９日　ならまちさんぽ（元興寺・格子の家）

　　　５月１６日　平城京さんぽ（大極殿・平城宮跡資料館）

　　　５月３０日　平城京さんぽ（平城京歴史館）

　　　６月　６日　薬師寺さんぽ

　　　９月２１日　しごと合宿（葛城山自然研究路・法隆寺・

　　　　　　　　　中宮寺）

　それぞれのフィールドで子どもたちは、住職や係の方に

その場所を解説するお話を聞いて「おたずね」をしたり、

史跡・展示物などを見学したりする。いずれのフィールドも、

２時間程度の活動の後で、電車を使って午前中に附小に戻

ることができる距離にある。

③ふりかえり・まとめと学級での話し合い

　子どもたちはフィールドから教室に帰り、まずはその日

のふりかえりのレポートや作文を作成する。この表現には

子どもそれぞれの独自の着眼点や思考が反映されている。

その後、別の時間に「奈良さんぽの話し合い」が行われる。

調べたこと・わかったことの発表から、「おたずね」＝疑

問が出され、それが学級全体の探究の課題となって共有・

展開されていく。「話し合い」は、この課題が解決される

ための共同的な学習の場である。また、この「話し合い」「相

互学習」が少しずつ充実してくると、フィールドに出かけ

る前にも、それぞれの調べ学習を持ち寄って展開される相

互学習が成立する。フィールドに出かける前に、あらかじ

め子どもは、それぞれの他の子どもが持ち込んできた情報

をすり合わせて、自分が確かめ探究したい課題を明確に持

つことができる。

　以下、３年月組の子どもの作文・日記を示す。

子どもの作文より（平城京歴史館を訪ねた（５月３０日）

後のもの）

○５月３０日

「きょうは平城京歴史館に行ってきました。めあては昔の

遣唐使船に乗っていた阿倍仲麻呂様は、どんなきびしい生

活をおくっていたのか知りたいです。まず、ぼくは百人一

首の本と国語事典とコンピューターで阿倍仲麻呂様のこと

について調べてみました。

　仲麻呂様は、十九才で、第９回の遣唐使船に乗船し、中

国の唐に留学生としてわたりました。そして、１６年たち

第１０回の船で、帰りたいと玄宗皇帝に伝えると帰っては

いけないと言われてしまいました。

　そして、第１２回の船に乗船しました。そのとき鑑真は

無事に日本にたどりつきました。ですが仲麻呂様がのって

いた船は、ぼう風雨で、ベトナムの方に流されて上陸しま

した。そして歩いて中国に行きました。それから、３８年

間中国に住んでいました。そしてその間に右大臣になりま

した。ですが７３才になった。仲麻呂様はなくなってしま

いました。そして鑑真はじゅかいをおこなうかいだんいん

をたてました。そしてとうしょうだい寺も、仏教を広める

ためにつくられました。

　ぼくは船の上でのくらしはすこししか分かりませんでし

たが、ぼくは仲麻呂様の中国でのくらしのことはすこしわかっ

たので、もし明日みんなが言っていたらメモちょうにかいて、

このように作文にして先生にみせたいなと思っています。

そして、今日は鑑真様のことがあまりかけなかったので、

また日記などにまとめてかいていきたいと思っています。」

○５月３０日

「ぼくが歴史館で学んで感じたのは、粟田真人・司馬達等・

行基様たちの勇気ある行動に驚かされました。東アジアの

先進的な唐文化の摂取をしに渡航する勇気など、命がけの

人生なんだろうなと思いました。みんなの努力があったか

らこそ平城京や東大寺大仏殿が今から千三百年前に完成で

きたんだと思いました。遣唐使船の大きさを見たときに小

さい！！と思った。でもお話を聞くとあの船に一〇〇人～

一五〇人も乗ると言っていました。ぼくは、そんなたくさ

んの人と船の中で何日もすごすなんて考えられません。昔

の人ががんばってくださったので、今の日本があると感じ

たので、ぼくも勇気のある人になれるようにがんばりたい

です。」

子どもの日記より（遣唐使船についての話し合いが行われ

ている時期のもの）

○６月１４日

「四時間目は、しごとでした。そして、遣唐使船の話し合

いをしました。ぼくは、なかよし集会で、菅原道真をする

ことになっているので、がんばって手を挙げました。菅原
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道真がなぜ遣唐使船を廃止したのか、遣唐使船はなぜ沈み

やすかったのかなど話し合いました。当時の遣唐使船は船

底が平らになっていて、まるで箱が浮いているようなもの

でした。そのため、波をうけるとあっけなく沈んでしまっ

たそうです。菅原道真はこんな危険な船に乗りたくなかっ

たので、廃止したのだと思います。」

○６月１５日

「今日は、学習研究発表会がありました。そして、しごと

の授業をしました。しごとの授業では、特に、昔の人の生

活の事を話し合いました。ぼくが一番心に残ったのは、○

○君の言った『遣唐使船では何を食べていたのか』です。

ぼくは、平安時代にはつりざおは作られていたので、魚な

ど海の生き物を採って食べていたのだと思いましたが、本

当はお米とお水しか食べていなかったとの事でした。そこ

で遣唐使船にかかる重さを考えてみました。人数が一五〇

人で一人の体重を６０キロとすると、９トンです。水が、

一人一日十リットルとして一五〇人では、１．５トン。唐

に着くまで十日として１５トン。米は一人一日１．５キロ

として、２．５トン。これらを全て足しても、三〇トンに

はならない計算になります。ですが、当時の船で、これだ

けの物を運ぼうと思ったら大変なのだろうなあと思いまし

た。」

④「奈良さんぽ」の劇の創作と発表

　このような「しごと」学習と平行して展開されているの

が低学年「なかよし」集会（８）での劇での発表の準備である。

グループに分かれ、訪ねたフィールドごとにそこを紹介す

る台詞を自分たちで考えて、１～３年生が集う前で発表を

する。調べたこと・わかったことを低学年にも分かりやす

く発表するために、子どもたちは表現に工夫をし、練習を

積み重ねる。

　以下、「奈良さんぽ」の劇の台詞の一部抜粋を掲載する。

３年月組「なかよし」低学年集会発表より　６月２２日

司会：これから３年月組の発表を始めます。題は奈良さん

ぽです。

私たちは、５月からいろいろなお寺や平城京に行って来ま

した。そのことをみんなで分かりやすくまとめたので聞い

てください。礼

（舞台上、遣唐使船の絵登場）（歓声）

司会：こぎつねたちは１３００年前にタイムスリップしま

した。ここは１３００年前の平城京です。日本は唐の優れ

た文化や政治を学ぶために、遣唐使船を出発させました。

４隻の内１隻だけでも、無事に着くといいですね。

○遣唐使船が出発しました！

○私は、山上憶良です。帰国後若い頃の聖武天皇の先生を

していました。歌人としても有名です。「しろがねも、く

がねのたまもなにせむに、まされるたから子にしかめやも」

○僕は、空海です。空海は遣唐使として中国に行き、中国

から真言宗を持ち帰り、金剛山に金剛峯寺を建てました。

三蔵法師が亡くなった６月の１５日に空海が生まれたので

空海は三蔵法師の変わりだと呼ばれています。

○僕は、鑑真和上です。鑑真和上は、５４才の時に、日本

に行くことを決意しました。そして、７４３年の６回目の

航海で日本に渡ることができました。

○僕は、阿倍仲麻呂です。僕の乗った遣唐使船は嵐にあい、

日本に着くことができず、ベトナムに流されてしまいました。

そして、中国の唐に戻りました。百人一首にもなっている、

「あまのはら、ふりさけみればかすがなる、三笠の山にい

でし月かも」という歌を詠みました。

○僕は、菅原道真です。遣唐使を廃止しました。百人一

首にもあるように「このたびは、ぬさもとりあえず手向

け山　もみじのにしき神のまにまに」を詠みました。

○僕は、せんとくんです。みなさまにおたずねをしていき

ましょう。菅原道真さんはなぜ遣唐使を廃止したのですか？

○それは、菅原道真も遣唐使に行けと言われて、自分は中

国に行ったら帰ってこれないと思って、遣唐使を廃止しま

した。

○はい。 

○これから、遣唐使が日本に帰ってくるところを劇でやり

ます。

○おーい！　やっと日本に渡ることができました！

○鑑真和上さん、ようこそ日本へ！

  （みんなで握手する）

○やっと、日本の土を踏むことができました！

               （後略）

（＊奈良さんぽの劇は①奈良町（元興寺）②平城京（大極殿）

③遣唐使船④生活（奈良時代）⑤平城京（粟田真人）⑥薬

師寺の６つのグループに分かれてそれぞれ台詞を考え た。

上記の抜粋はグループ③の場面より）

「なかよし」低学年集会の日の日記より

「今日は、集会で奈良さんぽの劇をしました。皆で見学し

た所で勉強した事や聞いた事等を劇で紹介しました。私は

平城京のくらしをしました。貴族や庶民の食べ物、服装を

発表しました。その中でも私は貴族の食べ物について、自

分で作った貴族の衣装を着てはっぴょうしました。昨日、

あまり練習ができなかったのに百二十点を先生からもらっ

たので嬉しかったです。私は大きな声で発表ができたと思

います。でも少し画用紙を上げるのが遅れたのが反省点です」

３．メモ記録とふりかえり、劇表現の活動が生み出す学習

の豊かさ

　ここでは、まず上記の「奈良さんぽ」学習を支えている

学習の手立てやその特質について、メモ記録、ふりかえり、

劇表現の活動などを中心に考える。「体験を表現する」活

動の中にみる学習の意義とそこで育つものを考えたい。

　まず、活動先での①メモ記録の充実について検討する。

３年月組の子どもたちが１年生の頃、遠足をきっかけに持

ち込まれたメモ帳というツールが学級には定着しており、

さまざまなフィールドでの学習の記録に活用されていた。

　「教師生活ももう終わりの頃になって、初めてすごいこ

とに気がつきました。1年生の子どもたちが、メモ帳を常

に持ち歩いて、お出かけや集会や劇作りなどの時に上手に

活用するということです。どうして、今までメモ帳を教育

の中で活用してこなかったのかと、つくづく悔やまれる発

見です」（５）。谷岡教諭は、自律的学習を充実させている奈

良女附小の三つの学びの秘訣である「朝の会、日記、自由
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研究」に匹敵するような、「第四の学びの秘訣」としての

価値、「独自学習の原点にあるツール」としての意義を子

どもたちが持ち込んだメモ帳という体験の記録手段に見い

だしている。日常の生活のなかでメモ帳を持って出かける

ことが定着した頃に、「行き先や見たもの、聞いたことの

記録が、正確に表現されている」日記にその成果が現れた

ことを谷岡教諭は見逃さず、メモ帳の活用の可能性を子ど

もの表現から見いだしたのである。当時の子どもの日記には、

日常生活の中や出かけた先で出会ったひとに「おたずね」

をして、そのやりとりをメモ帳に記録し、それを元に日記

をまとめるという一連の独自学習の展開が、すでに１年生

の５月の子どもの日常の生活の中で成立していた。　

　このように、メモした内容が日記や振り返りの作文に反

映して、正確で豊かな表現に結びつくことに気づいた谷岡

教諭は、「朝の会」の発表の記録をさせる活動を毎日重ね

ている。子どもたちは「書くことで、集中して聞き、内容

をより正確に捉えることができるようだ」という手応えを

谷岡教諭はこの活動の中でつかんでいる。聞き取った内容

をメモにすることは、低学年の子どもには困難を伴うが、

それでも毎日の積み重ねが、集中して傾聴し、要点を聞き取っ

て言葉にしたためるという力を確実につけている。この毎

日の活動に支えられて育つところによってフィールドでの

メモ記録の活動が充実し、フィールドで出会った事象をしっ

かりと観察し、出会った人の言葉にしっかりと耳を傾け、

熱心にメモをとる子どもの姿がそだっている。

　メモ記録は、活動するフィールドで行われる活動である。

子どもたちは、フィールドで様々な事象に触れるが、そこ

での学習はいわゆる「体験知」「臨床知」であり、フィー

ルドでの体験学習は子どもたちが直に事物に関わって「直観」

し、「実感からくる真理観」を伴って学ぶ学習である。言

い換えれば、フィールドでのメモ記録は子どもの体験に最

も近い表現であると言える。子どもがフィールドで出会う

豊かな事象が刺激となって能動的な活動性を誘発し、そこ

では子ども独自の志向性や独自の感情、身体感覚を伴った

学習が生起する。教科書や準備された教材のように、子ど

もたちの効率的な飲み込みを考慮して存在しているのでは

ないそれらの事象は、子どもにとってはそのときに持てる

すべてで自ら関わる能動性と手立てを発揮することでしか、

その意味を感得できない。ここでは、個々の事象の有り様

と同時にそれらの関係性に気づき、それらを見通してその

事象の意味を感得する力が必要となる。

子どものレポートより（薬師寺さんぽの後に作成）

「薬師寺の月光菩薩は、日光菩薩と違う手を挙げている、

頭についているものも違う。二つの菩薩はいわば看護婦さ

んで、月光菩薩は夜たん当だそうです。日光菩薩は月光と

ちがうことで、病院では朝～昼担当です。疑問：なぜ月光

と日光はちがう手を上げているのか？　それは、左右対しょ

うといって、手などがうつくしく見えるようにするとその

ようになったらしいです」

　また、事前の学習によって既に獲得されていた知識は、

フィールドワーク体験によって、彼らの知覚をくぐり抜け

て構成されるリアリティや実感を持った認識に深化する。

メモ記録は、まさにこの瞬間になされるものである。

　次に検討したいのは、このメモ記録を元にした②ふりか

えりのレポートや作文、日記である。フィールドから帰っ

た後時間を置かずに作成されるこれらの表現には、子ども

が体験して、特に記述を残しておきたいと強く響いた生き

た事実が、メモ記録から精選されて記される。このような

表現の活動を通じて、子どもは自分でフィールドに身を置

いて見聞きした事象を振り返って考え、意味づけ、表現する。

教科書を使った学習と対比して、教科書を使用しないフィー

ルドワーク体験学習の学習内容は、子ども自身が自ら意味

あるものとして自得した事柄となり、そこで発揮されるのは、

存在する事象の意味を捉えそれらの関係性を見通して自得

する力である。振り返る中で曖昧なところが出てきた場合は、

事前の調べ学習や現地で頂いた資料などを活用して記述す

る場面も見られる。メモ記録の断片的な情報を整理しながら、

自分で創り上げる表現の中には、子どもの個性的な着眼点

やこだわりが見て取れる。

　谷岡教諭は、「しごと」学習以外でも、まとめのレポー

トを書かせる活動を重視している。「子どもそれぞれの自

律的な学習を目指して、独自学習を核に据えた学習を進め

ている私たちの学校では、一つの学習の取り組みが終わると、

自分の学習の足跡を辿り、学習の過程をそれぞれに確認す

ることが大切になります。登山をする人が、通ったコース

を緻密に地図上で辿り直して再検討するのと似ていて、振

り返ってみて初めて見えてくる自分の学習の成果の確認です。

自分の成長を実感し、次への取り組みの目標を見いだす時

間です」と述べている。「自分の学習」を辿り、その成果

を確認することの重要性と、そのことがさらなる探究への

意欲とつながることを谷岡教諭は指摘している。

　最後に、③劇表現の中には、子どもがフィールドで出会っ

た人々や生きものが登場し、学び手である子どもとの対話

のうちに、子どもの探究の過程が描かれる。子どもたちが「お

たずねしてもいいですか」と問う相手は、歴史的な人物であっ

たり、この街に暮らす人であったり、時には薬師如来であっ

たりする。劇に登場するのは、奈良の自然に生きる生きも

のであったり、伝説に登場する鬼だったり、困難を乗り越

えて日本にたどり着いた高僧の思いであったりする。子ど

もたちが１３００年前にタイムスリップした想定で展開さ

れる「おたずね」や歴史の中に生きた人物の自己紹介、寺

に伝わる伝説の劇化など、子どもたちは想像力をふくらま

せてそれぞれの登場人物と対峙し対話を展開する。フィー

ルドで心を動かされた事象を題材にして、子どもたち自ら

が創り上げた表現のうちには、子どもがフィールドで出会っ

たものと共にどう生きたのかの事実が描かれている。

　谷岡教諭は、劇表現を創り上げる過程は、「独自の学び

が合わさる」瞬間ととらえている。それぞれの台詞はその

役を演じる子どもに任され、子どもは独自学習で積み重ね

た学習の蓄積を持ち寄り、グループ内でそれらをすりあわ

せて脚本をつくり上げていく。教室や体育館で実際に練習

を重ねるたびに台詞や動きが変わって行く過程は、共同的

な探究が深まる過程でもある。「こんな場面では○○はな

んて言うかな？」「どんな台詞にしたら１年生にもわかり

やすいかな」という投げかけが教師や子どもたち同士でな

され、台詞以外にも動き・立ち位置・姿勢や声の通り具合、
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衣装や提示する資料がよりよいものへと発展し、学習成果

の身体化、言語以外の表現活動が展開する。谷岡教諭の「大

きな方向性は決められているのですが、それぞれ、自分に

近い領域での動きや振る舞いの決定は、関係性や間合いで、

それぞれが自己決定していくことを目指しています。その

ため、一人ひとりが、活性化されていなければ成り立たな

い学習です。個同士の関係性の中での自律を目指している

学習なのです」という考えの下で劇作りが行われているが、

「個同士の関係性や間合い」が文字言語表現に比べ、より

具体的に確認しやすいのがこのような劇表現の良さであろう。

　ここでは、以上のような「体験を表現する」活動①②③

の充実の中で、子どもの中に育つところを考える。谷岡教

諭によると、上記のように「体験を表現する」活動の充実

によって、子どもの独自学習の深さが変わってくるという。

既存の資料を丸写ししてノートを作成してくる調べ学習に

比べ、本実践のように学習の展開の多くの局面で記述・表

現する場を多く設けることが、子どもが独自に展開する学

習の質を深めることになる。この深い独自学習の先に、話

し合い（＝相互学習）が展開される。

　この実践を検討する中で気づかされたのは、表現の機会

を多くすることで「学習における自己」を貫徹させようと

する学習の意義である。表現の主体は自分であり、表現す

る事象は自らの知覚をくぐり抜けた独自のものとなる。そ

こには子どもの独自の視点や個性が反映されている。この

ような表現を支えるのは、教師によるメモ記録、日記、レポー

トのほか、劇の創作などの指導であり、子どもたちが学習

を進める中で辿ってきたところを形にできるために、教師

は丁寧に関わる必要があることに気づかされた。

４．「奈良さんぽの話し合い」に見えてくる子どもたちの

探究の世界

　「奈良さんぽの話し合い」（＝相互学習）は、このよう

な体験を表現する活動のうちに個々に生じた疑問が学級共

通の探究の課題となっていく過程である。復元された遣唐

使船や平城京の暮らしの様子を展示した博物館を見学した

子どもたちの興味関心は、「遣唐使船での生活」や「平城

京の生活」「奈良時代の人々のくらし」へと焦点化され、

話し合いが展開される。谷岡教諭の実践記録に、「相互学

習は、何時間も話し合いを進め楽しみました。例を挙げると、

遣唐使船の中の身分の違う人々の生活、どんな物や人が遣

唐使船で運ばれたのか、平城京の農民と貴族の生活の違い、

薬師寺東塔と西塔のこと、薬師如来がなぜ造られたのか、

奈良時代の伝染病など、本当に思ってもいなかった追究テー

マが見いだされ、話し合われました」と記されている。「最

近、相互学習が、教師の手からフッと離れる瞬間があります。

子どもの互いの働き合いが活発なとき、思ってもいない素

晴らしい発想が出るときがあります。育ってきているなあと、

嬉しくなる瞬間です」とも述べている。

　これらの追究テーマはあらかじめ教師が準備したもので

はなく、子どもたちが調べたりフィールドでの学びを振り

かえったりして、わかったことを発表し共有する過程（＝

相互学習）で出された「おたずね」がつながって生まれた

ものである。「鑑真は日本に黒砂糖を持ってきたそうだけ

どなぜなのか。日本からは何を持って行ったのか」、「遣唐

使船では何を食べていたのか、なぜ水と干し飯だけなのか」、

「平城京の貴族と庶民とは、なぜそんなに生活が違うのか」、

「農民のかまどにクモの巣があるというけど、なぜそうじ

できないのか」等、他の子どもの発言のうちに興味をもっ

て投げかけた「おたずね」や、子ども同士の話し合いの中

で重なりつながった疑問には、子ども自身の日常の生活と

の比較から生まれるものが多い。子どもは自身の日常（現

代の生活）や子どもがすでに持っている認識と比べて、そ

こからずれを生じさせている事象に出会った時に、探究の

意欲と力を発揮するのがわかる。ここでの探究のテーマは、

自分が生きる「ここ」に、「むかし」生きた人々の生活の

具体である。「ここには一体何があったのか」「ここではむ

かしは実際どうしていたのか」というような具体がイメー

ジできないときに、疑問として提示されるのが分かる。　

　「話し合い」（＝相互学習）という共同的な学習が豊か

に成立する条件として指摘したいのは、既に述べたように

子どもの独自で深い学習が成されていての「話し合い」と

いうことである。子どもたちは自分の学習の成果を手元に

おき、「話し合い」の初めに「今日はこんなことを発表し

たいです」という自分のめあてと意欲を確認してから、話

し合いがはじまる。「話し合い」が始まった頃は、ただ自

分の発表したかったことを言って満足している子どもたちに、

谷岡教諭は「他の人の発表におたずねをしなければ」「つ

なげて発表して」と声をかけ、子ども同士をつなげる役割

として指導性を発揮していたが、次第に子どもだけでどん

どん話をつないで深めることができるようになっていく。

話し合いの大きな「学習のテーマ」は共有されているが、個々

の子どもが持ち寄る学習成果に多様性があるので、子ども

の発言はどんどんつながって、発言が切れることはない。

　以下、「奈良さんぽの話し合い」の一場面を掲載する。

この話し合いに先立ち、子どもたちは既に平城宮跡資料館

に行き（５月１６日）、平城宮の発掘調査（土器や瓦、木

簡などが出土）によって判明した天平時代の人々の暮らし

を再現した展示を見学している。

「奈良さんぽの話し合い」記録より（学習テーマ「貴族の

生活と庶民の生活」６月２７日）

C１：僕は、農民のかまどの事について調べてきました。

農民は貧しすぎて、奈良時代のずっと前の竪穴式住居に住

んでしました。そして、そのなかにあるかまどは、かまど

は一応ありますが、クモの巣がはっていて、クモの巣が張っ

ている意味は、農民は貧しすぎて、かまどでたくお米もな

いので、かまどにクモの巣が張っていました。

C２：私は平城京の貴族の食事のことを言います。穀類の

ことを言います。米、麦、豆、くり、あわ、ひえ、きびなど、

米は主食として、おかゆ、おこわなどにして食べていました。

麦は粉にして、おかしを作りました。

（中略）

C３：さっき、C１くんの竪穴式住居のかまどのクモの巣が

張っていると言っていたけど、普通お米がなくても、使わ

なくても、汚くなったら嫌だから、クモの巣がはりだした

らそうじして手入れするけど、なんでしなかったんですか。
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C１：調べてないので分からないけど、たぶん、かまどを

みて、あらうことができなくて、おなかが減って、しかも、

風も吹いて寒くって、風に混じり雨が降り、その雨が混じっ

ても寒かったので、その力がなかった、力がないのに何も

使わないのに、洗う必要がなくて、洗わななかったと思い

ます。

谷岡T：洗う、というより掃除やね。

 （中略）

C４：私はC１くんにおたずねするんだけど、私がテレビで

江戸のことを見ていたら晩ご飯や朝ご飯は白いご飯がある

といっていたのですが、さっきC１くんはかまどはあまり

使わないから掃除はしなくていいと言っていたのですが、どっ

ちなんですか。

C１：ぼくもよくわかりませんが、昔は竪穴式住居でも、

税があったので、税にとられていっていたので、自分たち

は租・庸・調・雑徭・兵役というのがあって、それで家族

がいて、家族がお父さんが兵役で兵隊に行って、その間に

お母さんとかははたらくんですが、お父さんの方が力がつ

よくてはたらけるので、お母さんたちははたらけなくて、

税にもっていかれてお米がなくなった。

C５：僕はおたずねに多分でこたえるんだけど、農民の竪

穴式住居はなぜどっかに引っ越しとかしないのか。木簡に

家族が何人って役人がかいてあって、（役人が）来ていなかっ

たらびっくりするから、（T：怒られるんやね）怒られるか

ら逃げられない。

谷岡T：住所があって、そこに何人住んでいるって記録さ

れているんだって。だから逃げられないんだって。

C６：私もC1君におたずねなんだけど、さっきC1君は、か

まどはつかっていない、っていっているんだけど。（自分

の資料に）米を脱穀したりはひえやあわを粉にするために、

かまどとうすときねをつかっていたとかいてあるけど、ど

うなんですか。

C１：僕が言ったのは、何も食べるものがなかったのでか

まどを使っていなくて、あるときはたぶんつかっている。

C７：C１くんにおたずねですが、使うときは使うといった

けど、使うときはクモの巣ははったまま使うんですか（笑）。

C１：使うときはクモの巣を無理矢理外すんだと思います。

C７：C２さんにおたずねなんだけど、あわはなんですか。

谷岡T：あわとかひえはなんですか。

C２：穀類のところに入っているので、お米とにていると

おもいます。

谷岡T：お米とは似ているんだけど、こうこうこういうものっ

て言えるといいね。

C８：昔の人は、かまどをつかうといっていたんだけど、

昔の人はどうやって火をつけていたのですか。マッチとか

ないとおもうけど。

C１：竪穴式住居の復元の写真があるんだけど、みたらわ

かるんだけど、周りに森があって、たぶん木を、木をすっ

たら火がつくので、木をつかうと思います。

C８：それにおたずねなんだけど、木で火をおこすという

のは？　石、花崗岩でおこしていたんだけども、どうですか。

C１：周りを見たら森だったので、木だとおもいました。

 （後略）

C１の子どもが、フィールドワークの後に深めた独自学習

の成果を発表したが、そこを起点におたずねがつながり、

農民が税に苦しんで貧しい生活をしていたようすが少しず

つ浮かんでくる。当時の人々が食した食材や家族・戸籍・

税のこと、火をどうつけるか、竪穴式住居はどんな場所に

作られていたのかなど、おたずねと答えがつながっていく

なかで、わからないところは「たぶん」こうだったのでは

ないかといった予想・想像も交えて、当時の人々の様子が

具体的に描かれていく。

　このような「話し合い」の中では、時間内で解決しきれ

ない「問い」が子どもたちから多く出される。それらは、

教師からの「また調べておいてね」といった投げかけによっ

て、子どもの次の独自学習のテーマになり、真実を求める

子どもなりの独自の探究が始まる。

○６月１４日の日記

「今日のしごとの時間、菅原道真についての話がでました。

興味をもったので、調べて見ました。菅原道真は遣唐使船

を出すのをやめた人で、政治家、文章博士でもあります。

学者で右大臣にまでなった人です。（学者で右大臣になっ

たのは、菅原道真と吉備真備だけです）。それまでは中国

をまねる事が多かったけど、遣唐使が廃止されると日本独

自の文化が出てきます。この日本独自の文化を国風文化と

いいます。少し前の国語で漢字の音と訓をしました。音は

中国式の読み方で訓は日本独自の読み方です。ひらがなは

漢字がくずれてできたもので女性の使う文字ということになっ

ていました。かなの発明は大変重要な出来事でした。かな

を使って日本の言葉をその文字の順番で記録できるように

なりました。奈良時代に作られた古事記は全部漢字で書か

れていました。すごく苦労したと思います。遣唐使が中国

の文化を伝えたことも大切だと思ったけど、日本独自の文

化ができることも大切だなあと思いました。」

　系統的な歴史学習を経験しない子どもたちの「奈良さんぽ」

は、日常の意味の発見の過程でもある。調べ学習→フィー

ルドワーク→まとめ→話し合い→ふりかえり→次の学習と

して展開される学習の中に、「日常の風景」だった事象が

探究の対象となり、改めて出会う日常が学習の対象として

豊かな意味を持つことを身をもって知る。自分の日常や生

活圏と重なりを持ちながらも、一歩広がった世界に触れる「奈

良さんぽ」のフィールドには、子どもの探究の課題が豊か

に存在しているのであり、それに気づいた子どもたちは学

校外での日常のなかでも独自の探究を始める。谷岡教諭が「土

日の日記帳には、日本の古代史を語る記述がたくさん見ら

れます。日常の日記の中に、『親子さんぽ』の学びが重なり、

学校の学びと家庭生活の境界がぼやけてきます」と述べる

ように、学校の「学習」と日常の「生活」がつながりなが

ら相互に発展を遂げていくのである。

　以上のように、この「奈良さんぽの話し合い」（＝相互

学習）は、個々の子どものこだわりを深めた独自の探究が

つながりあうことで次の次元の共同的な探究へと発展する

場である。独自学習の深まりと相互学習の広がり、さらに

それらを経てさらなる独自学習や子どもたちの日常の生活

発展に帰っていく学習の展開が見られるのが、本実践の特



－79－

「奈良さんぽ」学習にみるフィールドワーク体験学習の意義

色である。

５．まとめ　－フィールドワーク体験学習の意義－

　以上のように、「奈良さんぽ」学習の実践の検討から、

豊かな日常から学習を立ち上げ、そこで創造される豊かな

学習が日常とつながり、子どもの生活世界を豊かにしてい

く過程が見られた。最後に、このような豊かなフィールドワー

ク体験学習が成立した他の要件を考えると、以下の点が指

摘できる。

　まず、「奈良」というフィールドのもつ歴史的自然的環

境の豊かさが大きい。身近なところにある実際の本物に触

れる機会が多いことの他に、それらの研究成果の情報量の

多さや博物館展示の充実などに子どもたちがアクセスしや

すく、一見地域の学習環境に恵まれた特別な条件を提示し

ているように見える。しかしながら、客観的にこのような

環境にあるにもかかわらず、それらに子どもたちをつなぐ

学習が充実していないと、「その価値に気づいていない」

で生活する奈良の子どもが生まれる。奈良以外の地域につ

いても、学習環境の整備の必要性とそれらの環境にどのよ

うに子どもをつないでいくべきかについてはこれからも考

える必要があるだろう。

　次に、戦前からの伝統である奈良の自律的学習法をはじめ、

奈良女附小が持っている日記・朝の会（自由研究）・独自

学習－相互学習－独自学習の学習展開・「なかよし」集会

など、子どもが本来持つ力を信頼してそれらを発揮させる

学習文化・教育理念＝「学びの秘訣」が共有され徹底され

ているところが重要である。奈良女附小では特に、子ども

の表現の場を豊かに設けることによって、子ども自身が体

験から学習したことの意義を引き出し明確にする契機が多

く見られる。「話し合い」という共同的な学習の中で、子

どもが一人では解決できないことでも、体験を共有する多

くの友だちと共に考え合うことができる。「奈良プラン」は、

「しごと」「けいこ」「なかよし」と学習の相を３つの局面

に分けているが、本研究が対象とした「奈良さんぽ」実践は、

「しごと」学習をその中心としながらも、そこを起点とし

て他の局面の学習への影響を波及させ、さらに「学習」と

日常の「生活」との相互の往還の姿を現した。即ち「学習

即生活」「生活即学習」の理念の実際を提示している。こ

のような学習文化が、学校全体で共有されているところが、

他校にはない特色であり、学年の進行によって、担任が替わっ

ても継続的発展的にこのような学習文化や教育理念の下で

指導ができることの意義は大きい。

　一方、谷岡実践の特質を生み出す一つの要因は、谷岡教

諭が理科、中でも地質学を専門とするところであろう。巡

検（実地調査・現地調査）によって資料収集を行い、自ら

研究資料を得る研究方法を多用するこの領域を得意とする

谷岡教諭によって、フィールド・サイエンスの探究方法が「奈

良さんぽ」には持ち込まれている。谷岡教諭は、現地で出会っ

た個々の要素の観察を重視しながら、一方でその要素を総

合的に扱いそれらの関係を見通す力の育成を重視している。

フィールドで触れる豊かな事象の関係性を考えることを子

どもたちに求めており、このようなフィールドでしか学べ

ない学習の価値を体現していることに気づかされる。子ど

もたちが持ち寄る個々の深い探究の成果を、話し合いの中

でつなげて行こうとする指導が現在も積み重ねられており、

個々の深い探究を経た子どもたちの学びの共同を成立させ

る中に、「奈良」という地域がもつ自然・社会事象の関係

性を感得させながら奈良で生きる子どもを育てる実践を行っ

ている。奈良女附小は、上記のような学校全体で共有する

学習文化を元にしながら、一人一人の教師が自分の専門性

を発揮して独自の学習理念を持ちその実践の発展深化を図

る姿勢が見られるのも特筆すべきところである。

　以上「奈良さんぽ」の実践をもとに、フィールドワーク

体験学習の意義と自律的学習における探究の豊かさを考え

てきた。一般に探究の「豊かさ」といった時に、学習で獲

得した概念・知識の量が問われるかもしれない。しかしな

がら、ここでは「豊かさ」という言葉には学習の量ではな

く質の問題を込めたい。充実した学習には、本実践のよう

に子どもの学習の中に、「学習における自己」が貫徹され

ていることが必要であると思われる。自己が貫徹された自

らの学習には、子どもの個性やこだわりが表れ、子どもの

真剣な探究が生まれてくる。そのような子ども独自の探究

が深められてのちに、それらが合わさり相互につながりあ

うときに、学習はより豊かで充実した展開を産み出すこと

が出来る。

　事象にみずから関わろうとする子どもを育て、子どもが

自ら学び自ら考え、自分の日常や生活を豊かにする学習を

創り出すうえで、教師がすべき必要なことは、一体何だろ

うか。まずは、本実践が示すように、学習の様々な局面で、

自身の体験を表現する機会を多く設け、その表現のための

指導を行い、さらに子どもの表現をつなげて共同的な探究

を創り出すことだろう。個々の子どもが個性的な自らの探

究を深めながら、他者の探究に触れて新たな探究の課題を

産み出すような学習の場を創り出すことが必要である。こ

のような学習を深めることができる子どもは、奈良という

地域で生きる生活そのものを発展させていくことができる

と考える。

　実際にフィールドに身を置くことで、空間的身体的な知

覚を伴って学び確かめた事象は、子どもたちの発見の喜び

と探究の意欲をさらに沸き立たせる。以下は、谷岡教諭の

学年通信より抜粋した文章である。

　「（合宿）二日目の法隆寺では、最初に案内の方に１５

分ほど解説をしていただき、その後３つのグループに分か

れて見学をしました。独自学習の深い子どもがたくさんいて、

子ども達が先生に教えてくれます。子どもと同じガイドブッ

クを持っていると、『先生、ここは○○ページです』と先

生の指導をしてくれています。私たちは『教師が先に言葉

を発しないようにすると、子どもが自律的に学びを創って

いく』のがとても嬉しく、周りにたくさんいる他の学校の

先生方にも誇らしく思いました。大宝蔵院の見学でも、水

の流れのように、次々に高校生の団体が通り過ぎていく中、

独自学習の資料を見ながら、先生に話したくてしかたない

ように『先生、来て来て』と呼んでは説明をしてくれます。

子どもたちのひたむきに学ぶ姿に、涙が出そうになります」。

　奈良に生き奈良に学ぶ子どもは、奈良にある豊かな文化

や自然、「奈良での生活」の意義や価値を意欲的自律的に

自らのものにしていく子どもに育ってほしい。
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注

（１）「しごと」は、戦後の奈良女子大学附属小学校の教

育構造を示す３部面「しごと」「けいこ」「なかよし」

のうちのひとつ。「しごと」学習は、「自然、人間、

社会の真実の姿を求めて、その地検と視野を広げ、

身近な現実の問題を追求して新しい社会生活のあり

方を洞察させ、それに向かって自己の生活態度なら

びに生活環境を作りかえていく意欲と実践力を育て

ることを主眼として、総合的な単元学習の形態をと

る」ものとされている。これに対し、「けいこ」学

習は、「特定の目標に応じた分科的な学習形態をとる」

ものである。

（２）「自律的学習法」とは、1919（大正8）年に奈良女

子高等師範学校に赴任し附属小学校二代目主事となっ

た木下竹次の下で実施された奈良女高師附小の教育

方法である。学習とは「学習者が生活から出発して

生活の向上を図るもの」「学習の目的は自己の建設

である」という学習論を基盤に、「教授法」「教授学」

や「教授訓育」などの言い方が通例であった当時の

教育現場に「学習」という概念を全面的に取り入れた。

「自律的学習法」では、一般に.独自学習→学級相互

学習→独自学習という定式化された学習経路を踏む。

「学習生活の方法は学習者みずから生活してその間

に問題を発見し次に工夫してこれを解決していくこ

とである」として学習材の生活化を求め、その後「合

科学習」の主張・実践へと展開する。

（３）奈良プランは、戦後教育改革期の1948年９月より重

松鷹泰主事のもとで実施された教育計画で、戦前の

「自律的学習法」「合科学習」の実績を発展させて

作成された。「人間として強い人間」を育てること

をめざし、１．開拓、創造の精神を育てる、２．真

実追究の態度を強める、３．友愛、協同の実践を進

めることを教育目標とした。これを反映させ、学習

生活の三部面を「しごと」「けいこ」「なかよし」と

して捉える教育構造を持つ。これらは単なる形態上

な区分ではなく、相互に力動的・有機的な関係をもっ

て成立しており、本実践例が示すように、どこかの

領域に起点がありながら、他の領域へと緩やかにつ

ながっていく実践が多くみられる。

（４）谷岡義高「さんぽを中心とした低学年の『しごと』

学習」『「学習力」を育てる秘訣』奈良女子大学文

学部附属小学校編、明治図書2003年p.88-93

（５）谷岡義高「さんぽで見つけた生き物　―むしむしど

うぶつランドをひらこう―」382号、「さんぽから広

がる新たな世界　―１年コンピュータで絵本を作ろ

う―」383号、「こぎつね奈良さんぽ（二年）　―ア

メリカの友達に奈良を紹介しよう―」386号、「子ど

もと作るさんぽの歌」387号、「二年　奈良さんぽと

その表現」391号、「総合と教科学習の関連の持たせ

方　―３年昔の道具調べ―」397号、「地学巡検とさ

んぽ学習」398号、「しごと合宿　―４年滋賀県『比

叡山・琵琶湖・城』研究―」400号、「奈良研究から

京都大阪研究へ　―しごと学習の低学年から高学年

への広がり―」405号、「『仏教の学習』の探求（し

ごと）　―奈良の子どもの可能性―」409号、「『東

京しごと合宿』紀行　―奈良の子どもの学習場の可

能性―」411号、「『さんぽ』で育った子ども達　―

６年間のしごと合宿には、まずさんぽがあった」

413号、「『しごと』で育つ自律的学習力　―大和は

国のまほろば」422号。以上は全て『学習研究』（奈

良女子大学附属小学校学習研究会）（1999.12-2006.8）

に掲載。

なお、別稿として、谷岡「『しごと』で育つ自律的

学習力　～大和は国のまほろば～」『教育システム

研究』奈良女子大学教育システム開発センター、第

３号、平成19年（2007）４月、p.54-65　もある。

この他、本研究では、谷岡「独自の学びが合わさる

劇の創造へ　―劇『一年月組ならさんぽにいこう』」

2010年10月、447号p.30-35、谷岡「独自学習の原

点にあるツール　―メモ帳を持つ子どもたち―」

2011年２月号、449号、p.36-41を引用・参照した。

（６）今年度の「奈良さんぽ」実践については、谷岡義高

「『奈良さんぽ』という日常の学び」（『学習研究』

奈良女子大学附属小学校学習研究会2012.8月第458

号p.30-35）に谷岡教諭自身の紹介がある。

（７）本発表文中の子どもの作文・日記（子どもの作文及

び日記集『こぎつね文庫』１号～８号）やレポート

の閲覧・記録撮影の他、谷岡教諭による学年便り「あ

おによし奈良」などを谷岡教諭より資料提供を受けた。

（８）「なかよし」は「さまざまな集団による実践的な学

習形態をとる」ものとされ、この集団は学級内に限

らず、なかよし委員会、学級なかよし、グループな

かよし、グループリーダー会、くらし委員会、低学

年なかよし集会、高学年なかよし集会、なかよし行

事など、学年を越えた集団組織とそこを中心とした

行事を多様に設定するものである。


